
宮
みやいり

入　健
たけ

誠
し

  議員

質問項目ここが聞きたい!
一 般 質 問

（一般質問の文章は、質問者の責任で作成しています）

一部供用開始後の状況は

利便性向上と渋滞緩和

イ
ン
タ
ー
線

問　
利
用
状
況
と
利
便
性
は
。

町
長　

国
道
18
号
か
ら
テ
ク

ノ
さ
か
き
工
業
団
地
ま
で
の

約
４
０
０
ｍ
延
伸
区
間
は
、

令
和
６
年
３
月
に
供
用
が
開

始
さ
れ
た
。

　

延
伸
部
分
の
開
通
に
よ

り
、
町
道
Ａ
09
号
線
と
接
続

し
、
工
業
団
地
へ
の
通
勤
車

両
や
物
流
ト
ラ
ッ
ク
に
加

え
、
町
と
上
田
方
面
を
結
ぶ

道
路
と
し
て
利
便
性
も
よ

く
、
多
く
の
方
が
利
用
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
工
業
団
地
と
坂
城

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
ア

ク
セ
ス
向
上
、
国
道
18
号
を

通
行
す
る
車
両
分
散
に
よ
る

渋
滞
緩
和
、
物
流
や
交
通
機

能
の
向
上
が
図
ら
れ
た
。

問　

イ
ン
タ
ー
線
先
線
の
事

業
状
況
と
今
後
の
計
画
は
。

町
長　

千
曲
建
設
事
務
所
が

事
業
主
体
と
な
り
、
工
業
団

地
か
ら
更
に
西
へ
延
伸
、
全

長
約
９
０
０
ｍ
の
う
ち
、
約

４
５
０
ｍ
が
千
曲
川
に
架
か

る
橋
梁
部
分
と
な
り
、
道
路

幅
員
は
両
側
に
歩
道
を
備
え

る
全
幅
14
ｍ
で
計
画
さ
れ
て

い
る
。事
業
計
画
で
は
、河
川

管
理
者（
千
曲
川
河
川
事
務

所
）と
の
構
造
協
議
、
国
道
と

の
交
差
点
協
議
、
橋
梁
及
び

道
路
の
詳
細
設
計
な
ど
を
実

施
予
定
。

　

延
伸
整
備
に
よ
り
上
信
越

自
動
車
道
や
国
道
18
号
、
バ

イ
パ
ス
と
い
っ
た
緊
急
輸
送

道
路
や
重
要
物
流
道
路
を
つ

な
ぐ
大
変
重
要
な
役
割
を
担

う
路
線
と
な
る
。
関
係
機
関

と
連
携
し
、
早
期
供
用
開
始

に
む
け
た
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

宮
みや
入
いり
　 健

たけ
誠
し 議員 4ページ

① 空き家対策について
② 主要地方道坂城インター線に
　 ついて

大
おお
森
もり
　 茂

しげ
彦
ひこ 議員 5ページ

① 町の温暖化防止計画は
② 子ども・子育て事業
③ 国保の子どもの均等割をゼロに
④ 町の農業政策について

中
なか
村
むら
　 忠

ただ
靖
やす 議員 5ページ

① 子育て支援の充実について
② 産前・産後の支援について

星
ほし
　 哲

てつ
夫
お 議員 6ページ

① ドローンの防災活用について
② エレベーターの設置について

水
みず
出
いで
　 康

こう
成
せい 議員 6ページ

① 農業振興について	
② 鳥獣被害対策について

大
お
日
び な た
向　進

しん
也
や 議員 7ページ

① 令和８年度の町の展望について
② 安全、安心な町について

塚
つか

田
だ
　 舞

まい 議員 7ページ

① こども誰でも通園制度について

祢
ね
津
つ
　 明

あき
子
こ 議員 8ページ

① 公共施設更新と財政運営に
　 ついて
② 生涯を通じた口腔健康づくりに
　 ついて
③ 町民とつながるデジタル発信に
　 ついて

玉
たま
川
がわ
　 清

きよ
史
ふみ 議員 8ページ

① 水田の維持管理と今後の対応に
　 ついて
② 隣保館について
③ 町内の遺跡の出土品について
④ 必要な支援を必要な人に

“インター線”更なる西へ
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大
おおもり

森　茂
しげひこ

彦  議員

「信濃町地球温暖化防止実行計画
区域施策編」の表紙（HPより）

温暖化対策

区
域
施
策
編
の
策
定
を

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く

問　

町
長
の
提
案
で
長
野

地
域
連
携
中
枢
都
市
圏
９
市

町
村
が「
２
０
５
０
年
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
宣
言
」を
発
出
し

た
。
事
業
所
と
し
て
の
町
役

場
の
取
り
組
み
は
。

総
務
課
長　

令
和
４
年
度
に

「
坂
城
町
役
場
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
」を
策
定
。

　

令
和
12
年
度
を
最
終
年
度

と
し
て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
令

和
４
年
度
対
比
37
・
７
％
の

削
減
を
目
標
と
し
て
い
る
。

策
定
後
は
太
陽
光
発
電
設
備

や
電
気
自
動
車
の
導
入
、
節

電
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
等
で

令
和
６
年
度
は
４
年
度
対
比

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
29
％
削
減

さ
れ
た
。

問　
町
の
地
域
全
体
の
対
策

は
あ
る
か
。「
宣
言
」
発
出

後
の
町
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

創
出
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
ど
こ

ま
で
来
て
い
る
の
か
判
ら
な

い
。
区
域
施
策
編
の
策
定
が

必
要
で
は
な
い
か
。

住
民
環
境
課
長　

第
６
次
長

期
総
合
計
画
を
確
実
に
実
行

し
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
進

め
て
い
く
。
区
域
施
策
編
の

策
定
は
研
究
し
て
い
く
。

問　

区
域
施
策
編
を
策
定

し
て
い
な
い
自
治
体
は
ど
こ

か
。

住
民
環
境
課
長　

環
境
省
の

令
和
６
年
度
資
料
で
は
、
信

濃
町
、小
川
村
と
坂
城
町
。

問　
信
濃
町
は
令
和
７
年
度

第
３
次
計
画
が
策
定
済
で
あ

る
。
無
い
の
は
２
自
治
体
だ

け
。
言
い
出
し
っ
ぺ
の
町
が

策
定
し
な
い
理
由
は
何
か
。

町
長　

策
定
し
な
い
と
は
誰

も
言
っ
て
い
な
い
。
検
討
し

て
い
く
。

　

町
大
手
企
業
で
は
、
工
夫

し
て
省
エ
ネ
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
の
努
力
を
し
て
い
る
。
全

体
の
取
組
と
し
て
進
め
る
た

め
の
指
標
は
必
要
で
あ
る
。

中
なかむら

村　忠
ただやす

靖  議員

効果ある事業の構築を

切れ目ない支援提供

子
育
て
支
援

問　

児
童
福
祉
法
改
正
を

受
け
、「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」の
設
置
の
考
え
は
。

町
長　

母
子
保
健
機
能
と
児

童
福
祉
機
能
の
さ
ら
な
る
一

体
的
な
運
営
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
妊
産
婦
及
び
乳
幼

児
の
健
康
保
持
、
増
進
に
関

す
る
包
括
的
支
援
や
、
子
ど

も
・
子
育
て
家
庭
の
福
祉
に

関
す
る
支
援
を
、
よ
り
切
れ

目
な
く
提
供
す
る
た
め
、
こ

ど
も
家
庭
庁
と
県
が
主
催
す

る
研
修
会
へ
参
加
、
設
置
要

件
の
確
認
、
人
員
配
置
な
ど

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」の

設
置
に
向
け
、
検
討
を
進
め

て
い
る
。

産
前
・
産
後
の
支
援
に
つ
い

て問　
妊
婦
に
対
す
る
町
の
支

援
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

全
て

の
妊
婦
の
方
が
安
心
し
て
出

産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ

う
、
不
安
解
消
の
面
談
を
行

う
伴
走
型
の
相
談
支
援
や
、

医
療
機
関
に
よ
る
健
康
診

査
、
歯
周
疾
患
検
診
を
自
己

負
担
無
料
と
し
て
実
施
し
て

い
る
。

問　

産
後
の
孤
立
防
止
や

産
後
う
つ
予
防
の
取
り
組
み

は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

産
後

２
週
間
と
一
か
月
頃
の
産
婦

の
方
に
、
医
療
機
関
健
康
診

査
を
自
己
負
担
無
料
で
実

施
。
産
後
う
つ
の
リ
ス
ク
確

認
と
支
援
、
ま
た
乳
児
家
庭

全
戸
訪
問
事
業
を
実
施
し
、

孤
立
防
止
に
努
め
て
い
る
。

こども家庭センターガイドラインより
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星
ほし

　哲
てつ

夫
お

  議員

水
みずいで

出　康
こうせい

成  議員

移住就農相談会について

移住・就農の活用の場に

農
業
振
興

問　
10
月
９
日
農
産
物
マ
ル

シ
ェ
＆
移
住
就
農
相
談
会
が

名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
。
イ

ベ
ン
ト
で
得
ら
れ
た
実
績
を

踏
ま
え
、今
後
の
展
開
は
。

商
工
農
林
課
長　

当
日
は
、

非
常
に
多
く
の
お
客
様
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
坂
城
産
農

産
物
な
ど
に
関
心
や
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
中
京
圏
や
首
都
圏
な
ど

に
お
い
て
開
催
し
、
坂
城
産

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
及
び
消
費
拡

大
を
図
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
町
へ
の
移
住
や
就
農
に

つ
な
げ
て
い
く
場
と
し
て
も

活
用
し
て
い
く
。

問　
新
規
就
農
者
の
更
な
る

増
加
に
向
け
た
考
え
は
。

商
工
農
林
課
長　

就
農
相
談

会
へ
の
参
加
に
加
え
、
県
農

業
大
学
校
へ
の
働
き
か
け
や

情
報
交
換
な
ど
の
取
り
組
み

を
進
め
、
新
規
就
農
者
の
確

保
に
努
め
た
い
。

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

問　
来
年
度
以
降
の
熊
被
害

対
策
は
。

町
長　

国
の
熊
被
害
対
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
内
容
を
踏
ま

え
、
緊
急
銃じ
ゅ
う
り
ょ
う
猟
に
備
え
て
県

や
警
察
、
町
猟
友
会
と
協
力

体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
補
助
金
な
ど
を
活
用
し

て
資
材
整
備
を
推
進
し
て
い

く
。

問　
千
曲
川
に
お
け
る
鳥
害

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

更
埴
漁
協
へ
の
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
千

曲
川
の
恵
み
を
取
り
戻
す
会

や
専
門
的
機
関
の
助
言
を
聞

き
、活
動
を
研
究
し
て
い
く
。

農産物マルシェの様子

3月14日 Suica 運用開始予定

テクノさかき駅

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く

問　

当
町
は
、
多
く
の
製
造

業
、
先
端
技
術
産
業
の
企
業

が
集
積
し
て
い
る
。

　

来
年
、
障
が
い
者
雇
用
が

２
・
７
％
へ
の
引
き
上
げ
に

な
り
、
テ
ク
ノ
さ
か
き
駅
利

用
者
も
増
え
る
と
考
え
る
。

公
共
交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

格
差
は
町
民
だ
け
で
な
く
、

障
が
い
者
雇
用
に
も
つ
な
が

る
。

　

ま
た
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
や

地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
も
関
わ
る

問
題
で
あ
る
。
テ
ク
ノ
さ
か

き
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

は
で
き
な
い
か
。

町
長　

地
域
の
方
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
を
希
望
す
る

声
を
受
け
て
い
る
。
新
た
な

バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
も
含

め
、
し
な
の
鉄
道
と
と
も
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ド
ロ
ー
ン
の
防
災
活
用

問　

毎
年
、
全
国
各
地
で
災

害
が
発
生
し
、
自
治
体
で
は

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
現
場

確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ド

ロ
ー
ン
は
避
難
誘
導
、
人
命

捜
索
、
水
害
監
視
、
火
災
確

認
、
道
路
・
橋
梁
の
イ
ン
フ

ラ
点
検
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
活
用
で
き
る
。
災
害
時

に
即
応
性
を
高
め
る
た
め
、

民
間
業
者
と
連
携
し
た「
官

民
一
体
型
の
運
用
体
制
」を

構
築
す
る
考
え
は
。

住
民
環
境
課
長　

ド
ロ
ー
ン

技
術
の
発
達
は
、
防
災
力
向

上
と
い
っ
た
観
点
か
ら
も
重

要
な
要
素
で
あ
る
。
千
曲
坂

城
消
防
組
合
と
連
携
し
迅
速

な
運
用
を
含
め
た
災
害
対
応

と
、
民
間
事
業
者
と
の
連
携

も
研
究
し
て
い
く
。
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塚
つか

田
だ

　舞
まい

  議員

大
お

日
び な た

向　進
しん

也
や

  議員

令和８年度の展望は

長期総合計画事業を基軸

予
算
編
成

問　

８
年
度
の
予
算
編
成

は
。

町
長　

第
６
次
長
期
総
合
計

画
に
沿
っ
た
事
業
の
取
組
み

を
基
軸
と
し
、
住
民
一
人
ひ

と
り
の「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
」の
実
現
に
向
け
、「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
」と「
デ
ジ
タ
ル

変
革
へ
の
取
組
み
」を
意
識

し
た
事
業
の
実
施
を
行
う
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
個
別
計

画
や
実
施
計
画
に
位
置
づ
け

た
事
業
は
、
限
ら
れ
た
財
源

の
中
で
よ
り
効
率
的
・
効
果

的
な
事
業
の
実
施
を
図
り
、

経
費
節
減
や
特
定
財
源
の
確

保
に
努
め
て
い
く
。

問　
地
方
交
付
税
の
交
付
見

込
額
は
。

総
務
課
長　

地
方
交
付
税
は

地
方
公
共
団
体
間
の
財
源
の

不
均
衡
を
是
正
、
全
て
の
住

民
に
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
財
源
を

保
証
。
国
税
と
し
て
徴
収
さ

れ
た
税
の
一
部
を
、
一
定
の

基
準
に
よ
っ
て
再
配
分
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

　

８
年
度
の
見
込
額
は
、
国

が
示
す
算
定
費
目
や
係
数
等

の
変
化
を
勘
案
す
る
と
と
も

に
、
町
の
税
収
等
の
動
向
を

注
視
し
予
算
編
成
の
中
で
算

出
し
て
い
く
。

問　
制
度
の
概
要
と
町
の
現

状
は
。

町
長　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
は
、
令
和
５
年
施
行
の

「
こ
ど
も
基
本
法
」
を
背
景

に
、
保
育
園
の
利
用
有
無
に

関
わ
ら
ず
全
て
の
子
ど
も
の

育
ち
を
社
会
全
体
で
支
え
る

た
め
に
創
設
さ
れ
、
令
和
８

年
４
月
か
ら
全
国
で
実
施
す

る
と
さ
れ
た
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
家
庭
と

は
異
な
る
経
験
を
通
じ
て
興

味
や
関
心
が
広
が
り
成
長
が

期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
保

護
者
の
孤
立
感
や
不
安
感
の

解
消
と
、
育
児
負
担
感
の
軽

減
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

町
の
子
育
て
ニ
ー
ズ
調
査

で
は
、
約
４
割
の
利
用
希
望

が
あ
り
、
対
象
年
齢
と
重
複

す
る
３
歳
未
満
児
の
町
内
保

育
園
利
用
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。

　

町
と
し
て
も
ニ
ー
ズ
に
対

す
る
受
け
皿
を
適
切
に
確
保

し
て
い
く
。

問　
実
施
に
向
け
た
検
討
状

況
は
。

子
ど
も
支
援
室
長　

利
用
を

適
切
に
実
施
で
き
る
施
設
と

し
て
は
、
町
内
保
育
園
も
実

施
施
設
の
候
補
と
し
て
想
定

さ
れ
る
。

　

ま
た
、
国
で
は
円
滑
な
利

用
や
運
用
の
効
率
化
を
図
る

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

総
合
支
援
シ
ス
テ
ム
」が
運

用
さ
れ
て
い
る
。
利
用
予
約

や
実
施
施
設
が
子
ど
も
の
情

報
を
把
握
す
る
等
の
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
来
年
度
の
導
入

に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

子育て支援

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

８
年
４
月
実
施
へ
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問　

青
木
下
遺
跡
の
扱
い

は
。

教
育
文
化
課
長　

発
掘
調
査

に
よ
り
多
量
の
土
器
類
等
の

遺
物
が
円
形
状
に
出
土
し
た

環
状
祭さ
い

祀し

遺
跡
で
あ
り
、
30

年
近
く
経
過
後
も
国
内
で
同

様
の
遺
跡
は
発
見
さ
れ
て
お

ら
ず
、
古
墳
時
代
後
期
の
祭

祀
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要 玉

たまがわ
川　清

きよふみ
史  議員

祢
ね

津
つ

　明
あき

子
こ

  議員

口腔ケア

今
後
の
取
り
組
み
は

歯
科
で
の
検
査
も
促
す

問　

過
去
５
年
間
の
歯
周

疾
患
検
診
の
受
診
率
の
推
移

は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

令
和

２
年
度
は
14
・
１
％
、３
年

度
15
・
９
％
、４
年
度
13
・

７
％
、５
年
度
14
・
８
％
、６

年
度
11
・
５
％
と
ほ
ぼ
横
ば

い
で
あ
る
。

問　
歯
や
口
腔
の
健
康
状
態

が
原
因
で
発
症
・
悪
化
す
る

主
な
疾
患
や
体
調
不
良
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

歯
周

病
は
歯
や
歯
茎
の
炎
症
だ

け
で
な
く
、
疲
労
感
や
肩
こ

り
、
頭
痛
と
い
っ
た
慢
性
的

な
体
調
不
良
と
睡
眠
の
質
の

低
下
を
引
き
起
こ
す
。
歯
を

失
う
こ
と
で
噛
む
力
が
低
下

し
、
食
事
量
の
減
少
や
栄
養

不
足
に
も
つ
な
が
る
。

　

ま
た
、
細
菌
が
血
管
に
侵

入
し
て
炎
症
を
起
こ
す
こ

と
で
、
心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞

な
ど
発
症
し
、
糖
尿
病
の
悪

化
、
妊
娠
中
の
早
産
や
低
体

重
児
出
産
に
も
関
連
し
て
い

る
。

　

さ
ら
に
高
齢
者
は
誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺
炎
の
要
因
と
な
り
、
関
節

炎
や
糸し
き
ゅ
う
た
い
じ
ん
え
ん

球
体
腎
炎
の
原
因
菌

も
口
腔
内
に
多
く
存
在
す

る
。

問　
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

国
民

の
約
半
数
が
歯
周
病
の
罹り

患か
ん

と
い
わ
れ
、
町
の
検
診
で
も

５
人
中
３
人
に
確
認
さ
れ
て

い
る
。
乳
幼
児
健
診
や
健
康

教
室
な
ど
で
分
か
り
や
す
い

資
料
を
用
い
周
知
を
強
化

し
、
歯
科
で
の
定
期
検
査
を

促
し
な
が
ら
予
防
対
策
を
推

進
し
て
い
く
。

【
転
ば
ぬ
先
の
杖
は
歯
医
者

さ
ん
で
あ
る
】ガ
ッ
テ
ン
！

出土品の閲覧は

デジタルマップ閲覧可能

青
木
下
遺
跡

で
あ
る
。

　

発
掘
調
査
の
内
容
等
は
報

告
書
に
ま
と
め
ら
れ
、
出
土

品
は
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
保

管
・
展
示
。過
去
５
年
、年
間

で
約
１
０
０
名
か
ら
１
４
０

名
が
見
学
し
て
い
る
。

　

遺
跡
に
は
、
町
道
敷
地
内

に
標
柱
を
設
置
、
ま
た
令
和

６
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ

を
整
備
し
、
写
真
付
き
説
明

文
と
合
わ
せ
、
出
土
品
を
文

化
財
セ
ン
タ
ー
で
展
示
し
て

い
る
旨
を
表
記
し
、
ス
マ
ホ

な
ど
か
ら
簡
単
に
情
報
や
地

図
上
の
位
置
を
確
認
で
き

る
。

問　

文
化
財
指
定
の
考
え

は
。

教
育
文
化
課
長　

現
在
は
遺

構
が
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
文

化
財
指
定
は
適
当
で
は
な
い

と
考
え
る
。

　

出
土
遺
物
に
つ
い
て
は
町

で
大
切
に
保
管
し
、
遺
跡
周

辺
や
出
土
品
は
適
正
に
保
護

さ
れ
、
現
時
点
に
お
い
て
文

化
財
指
定
に
関
す
る
特
段
の

措
置
を
と
る
必
要
は
な
い
と

考
え
る
。

　

青
木
下
遺
跡
は
、
全
国
的

に
も
珍
し
い
環
状
祭
祀
遺
跡

で
あ
り
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

ガッテン流！健康長寿の裏ワザ！教えます
（女と男ふれあいさかき2025 講演会より）

文化財センターでの展示状況

議会だより　さかき　No.179 8


